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               事 業 実 施 報 告 書 
 
団体名：特定非営利活動法人ＭｉＫＯねっと 
事業名：地域の子どもとつながる「おじいちゃんおばあちゃんの生きがい講座」 
                              ＭｉＫＯ・マルシェ 
１ 事業の目的 

高齢者が生きがいを持って、いきいきと暮らせるために何が必要かと考えた時、高齢

者の方々が集い、そこで目的を持って取り組める事業が必要だと思いました。そして、

その事業の成果を持って、地域の子どもたちと交流し、互いに支え合う関係づくりを目

指します。多世代の人たちがつながって豊かに暮らせる地域づくり、地域の活性化につ

なげます。今年度は特に高齢者と小学生との交流に力を入れました。 

① 第一の目的は、６５歳以上の高齢者が集い交流し、お手玉・折り紙・コミュニケー
ションゲームなどで脳を活性化させ、健全な生活を送ることができるようにサポー
トします。 

② 第二の目的は、高齢者が目的を持って取り組める事業として、絵本を拡大模写した
「布芝居」を作成し、完成したら地域の保育園やつどいの広場などを訪問し、「布
芝居」の披露や読み聞かせ、その他コマ回し・皿回しなどで遊び、交流します。 

 

２ 事業の内容 

（１）事業の概要 

① お手玉体操・コミュニケーションゲームなどで交流し、脳を活性化させる。 

② 「布芝居」づくり  

 絵本選びをし、著作権をとる。絵本を拡大模写し、布に写す（下絵書き）。 

 下絵に合わせて、アクリル絵の具で絵付けする。 

 絵が出来上がったら、１本の棒に縫い合わせる。 

今年度の作品は、「ぼくんちカレーライス」です。 

③ 布芝居が完成したら、近隣の保育園・つどいの広場などを訪問し、「布芝居」の

読み聞かせや、手あそび、お手玉体操、けん玉、コマ回し、皿回しなどを披露

し、孫・ひ孫の世代と遊び、三世代・四世代交流をする。（２月～３月） 

④ コロナ禍の三世代・四世代交流 「ガーデンレタスミックス」の種蒔き・栽培 

     非接触型の交流方法として行いました。種蒔きし、１か月後に植え替え、そ

の後各自家庭で育て、収穫し食べました。１２／１９には成長記録を持ち寄

り発表会を行いました。 

 

 （２） 事業の流れ 

◆上記の内容が年度当初のプログラム予定でしたが、 

 コロナ禍で緊急事態宣言及びまん延防止等緊急措置が発令されるなど、昨年度

に続き、予定を変更せざるを得ませんでした。 

◆変更点 

※新型コロナ感染予防対策として、非接触型温度計での検温、手指の消毒、マスクの

着用、ソーシャルディスタンスの確保などを徹底し、高齢者の方の交流の場としての

ゲーム・脳トレなどはできるだけ控え、各テーブルで布芝居づくりに専念し、事業を

行いました。 

 

(ア) 実施回数  ２０２1年６月～２０２２年２月  ２０回   

第２・第４水曜日  １１：３０～１５：００ 

 



(イ) １日のタイムスケジュール 

 １１：３０～１３：００ 布芝居づくり              

    １３：００～１３：３０ 休憩・お茶タイム（お茶・おやつ） 

    １３：３０～１５：００ 布芝居づくり 

 

（ウ）  「布芝居美術館＆読み聞かせ」  ５回中４回は中止（１回実施）  

（企画書参照） 

コロナ禍で保育所などを訪問できないため、事務所隣の集会所に「布芝居美

術館＆読み聞かせ」コーナーを設置し、散歩がてら立ち寄ってもらう計画を立

てました。しかし、まん延防止等重点措置が埼玉県全域に１／２１～３／６ま

で発令され、実施は１箇所のみでした。 

    ※会場は、キャンセルできず、予定していた４日間は急遽「布芝居」の色塗り

を実施。 

 

（３）連携・協力機関 

近隣保育園・つどいの広場・高齢者サロンなど 

   

 

３ 成果及び今後の課題 

 ・コロナ禍の三世代・四世代交流 「ガーデンレタスミックス」の種蒔き・栽培は、

小学生も高齢者も 

一緒に種を蒔き、食物の成長を見守る事が出来、特に団地住まいの高齢者にとって

は新鮮で、毎日世話をし観察することで、青葉の成長から生命力の強さを感じ取る

ことが出来、日常に潤いが加わり、また来年もやりたい、という声がたくさん寄せ

られ、とても有意義な取り組みでした。 

 ・２月からの「布芝居美術館＆読み聞かせ」の披露は保育園など５箇所を予定してい

ましたが、オミクロン株コロナウィルスのまん延で残念ながら１箇所しか実施でき

ませんでした。実施した放課後子ども広場（小学生）では、実施１週間後、参加し

た子が読み聞かせ時の歌を口ずさんでいました。また、展示された布芝居の元絵本

を「図書館で予約し、家で読んだ」との報告もあり、子どもたちの心に深く残った

ようです。保育園園児に読み聞かせできなかったのは、本当に残念でした。 

・高齢者が自分たちで絵本を拡大模写し、布芝居を作り上げ、完成したら地元の保育

園やつどいの広場を訪問・子どもと交流するやり方は、子どもたちに喜んでもらい、

子どもたちからも元気をもらい「自分も社会の役に立っている」と参加者自身が実

感でき、明日を生きるエネルギーが湧き、高齢者が自己肯定できるとてもよい方法

だと思います。また、地域の三世代・四世代交流を進めるためにも、今後も継続し

ていきたいと思います。 

・課題は、コロナ禍で三密を回避するためにコミュニケーションゲームなどを中止に

したことにより、「布芝居づくり」が目的のようになり、本来の目的である「高齢者

の心身の健全、地域の三世代・四世代交流」が影が薄くなってしまったような感じ

もあるので、一日も早く、みんなで楽しく交流できる日常が戻ることを願っていま

す。 

 ・３年間助成をいただきありがとうございました。今後も財源を確保し、地域の子ど

もと高齢者の三世代・四世代交流を推進していきたいと思います。 

 

 

 



令和３年度豊かな地域福祉づくり推進事業 

地域の子どもとつながるおじいちゃんおばあちゃんの生きがい講座 

 
布芝居づくり 

   

   
 

 

子どもたちとの交流 
 

ガーデンレタスミックス栽培 ・成長記録発表会 

   

  
 

布芝居美術館＆読み聞かせ 


